
バイオスティミュラント(Biostimulant: BS）とは植物栽培環境に処理することで、良好な⽣理状態
を植物にもたらす様々な物質や微⽣物、あるいはそれらの混合資材とされ、近年注⽬されている。し
かし、BS候補物質等の探索・評価には技術的なブレークスルーが必要であった。本研究では独⾃の発
光レポーター系を新規に開発・活⽤し、次世代BSの探索と研究開発受託サービスへの展開を⽬指す。

研究開発の成果は⼤学発ベンチャーである横
浜バイオテクノロジー株式会社を通じてBtoB
サービスとして社会実装するとともに、⼤学研
究室における新規BS候補化合物の探索へと展
開する。さらに⾼性能なBS探索系の開発とBS
の⽤途に関する研究への展開も企図している。

BS活性の指標として活⽤可能な植物遺伝⼦プロモーター
を選定し、発光レポーターとの融合遺伝⼦を多数作成して
シロイヌナズナに導⼊し、それらの性能を評価した。各種
植物ホルモン応答性の遺伝⼦の他、ストレス応答の上流に
位置する情報伝達系遺伝⼦のプロモーターもBS探索・評価
に活⽤可能であることが明らかとなった。また、熱ショッ
クタンパク質遺伝⼦プロモーターを⽤いた事例では、極め
て特異性が⾼い検出系を作成することが出来、それを⽤い
たハイスループットスクリーニング（HTS)系を確⽴し、新
規BS候補化合物探索に活⽤可能であることを⽰した。

提案者は発光レポーター系による植物の防御応
答遺伝⼦の発現モニタリング技術を利⽤した、植
物の病害⾍防除に有効な抵抗性誘導剤の活性評価
・スクリーニング系を構築した実績がある。それ
を背景として、BSの探索・評価系を新規に構築し
、化合物ライブラリーをもちいた新規BSの探索を
実施するとともに、受託サービスとしてのBS活性
評価に関しても事業展開することを⽬的とする。
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